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岡田成22､諏妨文彦 太田燕邦 (大阪歯大 ･
解剖)
霊長矧 ま樹上生活に適した結果､視覚が重要な
感覚器となり､映覚が退化したと考えられる｡こ
の進化の過程での眼意の前方移動は､眼藩の間に
挟まれる鳴党器に多様な変化を与えている｡昨年
度の共同利用研究ではニホンザル映覚器の特徴的
な微細血管構築について報告した｡本年度は眼藷
の正中隔壁が消失 しているリスザルの喚覚器につ
いて観察し､その比較解剖学的特徴について報告
する｡
微細血管綿型標本はOltaらの方法(1盟0)に準 じ
て､左右総預動脈よりプラスチックを注入し､5%
KDH溶液で軟組稔を溶解した後､水洗､乾燥し､全
蒸着を行った後､走査屯宗男で観察した｡
リスザルの映球は逆円錐型を星 しており､映球
に分布する動脈は左右どちらの前大脳動脈から1
本派出され､直ちに2本に分岐し､両側の映球に
向けて､唄索内に毛細血管を派出しながら前走す
る｡映索内の毛細血管はラセン走行を行い､映球
の毛細血管網と連続 していた｡唄球では皮質内に
密な毛細血管網が形成され､この毛細血管網は筋
骨孔を通って唄神経の内血管系に連続していた｡
鼻粘膜の鳴神掛 こ分布する動脈は､左右の後筋骨
動脈が後筋骨孔を通り訴板に沿って前走し､各映
神経に向けて細枝を派出していた｡後筋骨動脈の
走行はニホンザルと異なり､眼福の正中隔壁欠損
部を迂回して限寓の内側上方をアーチ状に前走す
る｡映神経では他の末梢神経と同様にラセン走行
の内血管系と網目構造の外血管系が認められた.
リスザル映党器の血管構築はニホンザルよりも
単純な形態を呈し､特に喚球では全 く異なった構
築を示し､組織構築と関連しているものと考える｡
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